
歴
史
的
建
造
物
を
生
か
す

旧
嶋
谷
倉
庫
は
似
鳥
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
美
術
館
の
隣
に
あ
り
、
木
骨
石

造
倉
庫
で
１
２
０
年
の
歴
史
を
刻
む
。

外
観
の
石
造
が
目
を
引
く
が
、
中
に

入
る
と
太
い
木
の
柱
の
温
か
み
が
感

じ
ら
れ
る
。
壁
は
大
学
生
が
白
く
塗

り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
の
選
定
に
も
こ
だ
わ
り

が
感
じ
ら
れ
る
。

観
光
客
の
休
憩
所
と
し
て
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ド
リ
ン
ク
や
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
メ
イ
ン
に
提

供
し
て
い
る
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
20
代
女
性
で
、
Ｈ

Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

情
報
発
信
し
て
い
る
。

多
田
ゼ
ミ
で
運
営

運
営
は
多
田
ゼ
ミ
の

18
名
の
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
１
日
２

名
体
制
で
ア
ル
バ
イ
ト

料
を
払
っ
て
い
る
。
組

織
と
し
て
は
４
つ
の
部

署
に
分
か
れ
て
お
り
、
①
店
舗
・
運

営
（
内
装
・
カ
ウ
ン
タ
ー
整
備
・
ポ
ッ

プ
制
作
）
②
企
画
・
開
発
（
商
品
開

発
）
③
広
報
（
渉
外
・
メ
デ
ィ
ア
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
④
財
務
（
売
り
上
げ
・
領

収
書
・
給
料
）
と
な
っ
て
い
る
。

学
び
を
生
か
し
て
運
営

■
カ
フ
ェ
運
営
の
や
り
が
い
は
？

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

実
践
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
直
接
、

経
済
に
関
わ
っ
て
い
る
実
感
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
「
夜
パ
フ
ェ
」
な
ど

自
分
の
企
画
で
お
客
様
に
満
足
し
て

も
ら
え
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

大
人
と
積
極
的
に
関
わ
る

■
起
業
す
る
に
当
た
っ
て
の
心
構
え
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

カ
フ
ェ
運
営
で
大
人
と
話
す
機
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
、
自
分
た

ち
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
。
な

の
で
大
人
を
必
要
以
上
に
怖
が
ら
ず

に
話
す
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

以
前
私
は
学
校
の
先
生
が
苦
手
で
話

す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

で
は
も
っ
と
話
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
思
い
ま
す
。

多
田
伶
先
生
は
他
の
大
学
に
異
動

さ
れ
、
現
在
ゼ
ミ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
て
い
る
。
ゼ
ミ
は
今
期
で
終

了
と
な
る
が
、
今
後
、
カ
フ
ェ
の
運

営
を
ど
う
す
る
か
、
検
討
が
必
要
だ
。

サ
ー
ク
ル
化
、
他
の
ゼ
ミ
へ
の
移
行

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
経
営
が
軌
道

に
乗
っ
て
い
る
だ
け
に
注
目
さ
れ
る
。

古
典
の
特
徴
を
捉
え
て

「
除
曠
」
扇
谷
姫
來

扇
谷
さ
ん
は
小
２
か
ら
習
字
を
習
っ

て
い
る
が
、
古
典
の
臨
書
は
高
校
か

ら
ほ
ぼ
独
学
で
書
い
て
い
る
。
今
回

は
目
に
入
り
や
す
い
四
隅
の
文
字
に

特
に
力
を
入
れ
た
。
縦
の
軸
を
真
っ

直
ぐ
に
す
る
、
余
白
を
意
識
す
る
こ

と
を
心
が
け
、
力
強
い
作
品
が
出
来

上
が
っ
た
。

繊
細
な
筆
遣
い
、
バ
ラ
ン
ス
良
く

「
王
羲
之

蘭
亭
序
」
岩
城
江
莉
子

岩
城
さ
ん
は
王
羲
之
の
古
典
を
繊

細
な
筆
遣
い
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
い

た
。
40
枚
ほ
ど
練
習
し
た
と
い
う
。

古
典
の
特
徴
捉
え

「
顔
真
郷

争
坐
位

帖
」
新
見
わ
か
な

独
特
の
字
体
の

古
典
だ
が
、
字
の

入
り
方
と
つ
な
が

り
に
気
を
つ
け
、

一
字
ず
つ
40
枚
ほ

ど
練
習
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
良
く

堂
々
と

「
造
像
題
記
」

渡
辺
彩
乃

独
特
の
力
強
い

字
体
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
堂
々
と
書
け

た
と
振
り
返
る
。

伸
び
や
か
で
リ
ズ

ム
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
に
仕
上
が
っ

た
。

(1)第31号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２４年８月３０日

学

道

一
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小樽双葉高校
生徒会通信

2024年8月30日
第31号

嶋
谷
カ
フ
ェ
は
昨
年
、
小
樽
商
科
大
学
の
多
田
ゼ
ミ
の
学
生
が
小
樽
市
の
指
定

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
「
旧
嶋
谷
倉
庫
」
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
開
業
し
た
カ

フ
ェ
で
観
光
客
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
取
締
役
（
ゼ
ミ
代
表
）
の
佐
々
木
大
晴

さ
ん
（
大
学
４
年
）
に
話
を
聞
い
た
。

⑬

小
樽
市
色
内
１
丁
目
２
番
18
号
、
11
～
17
時
、
木
曜
定
休
日

佐々木大晴さん（取締役、大学4年）

1番人気

嶋谷硝子ソフト

書
道
部

特
選
３
名
、
秀
作
１
名

４
名
が
全
道
へ

８
月
22
日
、
23
日
、
倶
知
安
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
58
回
高
文
連
後
志
支

部
書
道
展
・
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
扇
谷
姫
來
さ
ん
（
３ｰ

２
）
、
岩
城
江
莉

子
さ
ん
（
３ｰ

１
）
、
渡
辺
彩
乃
さ
ん
（
３ｰ

４
）
が
特
選
に
、
新
見
わ
か
な
さ
ん

（
３ｰ

２
）
が
秀
作
に
選
ば
れ
、
全
道
大
会
（
小
樽
）
へ
の
出
場
権
を
得
た
。

「造像題記」「顔真郷 争坐位帖」「王羲之 蘭亭序」 「除曠」
渡辺彩乃 新見わかな 岩城江莉子 扇谷姫來


